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序論 

 日本における在留外国人について杉本・樋口（2019）は「グローバル化の推進

と日本の少子高齢・労働人口減少に伴い、日本に在留する外国人は増加の一途を

辿っている」と指摘している。あい・あい保育園千葉ニュータウン中央園がある

印西市も例外ではなく、住民基本台帳（総務省 2014，2021）によると、印西市

在住の外国人数は 2013年 12月末には 1,105名であったが 2020年には 2,394名

と 2.2倍になっている。また法務省「在留外国人統計」によると 0 歳～6歳の外

国籍の乳幼児数は、2014 年には 98,133 名であったが、2020 年には 126,846 名

と 1.2倍となっている。久富（2004）が「在日外国人の子どもたちが幼稚園や保

育所に入園することが珍しいことではなくなっている」と述べているように保

育の国際化が課題となっている。 

外国籍の園児等について保育所保育指針（厚生労働省、2018）においては、「子

どもの国籍や文化の違いを認め、互いに尊重する心を育てるようにすること」, 

「外国籍家庭など、特別な配慮を必要とする家庭の場合には、状況等に応じて個

別の支援を行うよう努めること」と記載されている。また保育所保育指針解説書

(厚生労働省,2018)においては「保育士等はそれぞれの文化の多様性を尊重し、

多文化共生の保育を進めていくこと」や「外国籍の子どもの文化だけでなく、宗

教や生活習慣など、どの家庭にもあるそれぞれの文化を尊重すること」が必要で

あると示されている。 

しかし、外国籍等の園児および保護者の受け入れに関しては様々な課題が数

多くの先行研究で示されている。日本保育協会（2008）は文化の違いにより対応

に苦労していること、外国人の保護者とうまくコミュニケーションできない問

題を抱えていること、和田上ら（2017）は子どもに対しても親に対しても意思伝

達において保育士が戸惑っていること、堀ら（2017）は外国籍幼児の持つ文化を

尊重しながら日本人幼児との関わるきっかけ作りやそのための支援の必要性に

ついてそれぞれ課題として指摘している。近年では三菱 UFJ リサーチ＆コンサ

ルティング（2020）が実施した「保育所等における外国籍等の子ども・保護者へ

の対応に関する調査研究事業」において、「入園申し込み段階において、保育所

等の入園手続きの方法について説明することが難しい」、「保育所のルールを伝

えることが難しい、保護者と十分なコミュニケーションがとれない」ということ

が課題として挙げられている。ちなみにこの調査研究事業の報告では調査で得

られた各市町村の取り組みをまとめた「保育所等における外国籍等の子どもの

保育に関する取り組み事例集」（三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング、2020）

も同時に作成されている。 

以上のように日本保育協会（2008）が保育の国際化を取り上げてから 10年以
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上経ってから実施された三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング（2020）の調査

においても 2008年の研究において指摘された課題と同様の内容が課題として挙

げられている。これらのことから、増え続けている外国籍等の家庭の保育所等で

の受け入れ環境の整備は必要であると認識されながらもあまり進められていな

いということが現状である。 

本調査では園の現状に合わせた形での外国籍等の家庭を受け入れる際の環境

の整備について取り上げていく。 

 

第1章 園の現状と課題 

第1節 園の現状 

 あい・あい保育園千葉ニュータウン中央園は 2018年 10月に開園し、現在（2022

年 2 月時点）で 4 年目を迎えた園である。在園児は 72 名であり家庭数は 54 家

庭となっている。そのうち、外国籍等の家庭が 5家庭であり、全体の約 1割を占

めている。また、2021 年 4 月以降、外国籍等の家庭の見学を 6 件受け入れてお

り、どの家庭も入園を希望しているとの話があった。 

千葉ニュータウン中央園では開園からこれまで、卒園・退園した園児も合わせ

て合計で 11家庭の外国籍等の家庭を受け入れてきた。これまではどの家庭も日

本語での会話、読み書きが堪能な保護者ばかりであり、受け入れるにあたって園

側が困ったことがほとんどない状態であった。しかし、2021 年度に入園した 4

家庭のうち 3 家庭は両親もしくは保護者の一方が、日本語での会話もしくは読

み書きが堪能ではない保護者であった。入園関係書類等はルビのない日本語の

書類のみであったため児童票等の必要書類の記入、重要事項の説明、アプリ等の

各種登録がスムーズにいかないことが多かった。これについては井濃内ら（2020）

も「『入園のしおり』や連絡帳、お手紙類の、漢字が多くルビのない文書スタイ

ルや、重要性の判断が難しい連絡の伝え方といった情報デザインの障害によっ

て、保育園からの連絡が保護者に届きにくくなっている」と述べている。対応の

際にはその都度、翻訳機を使用したり、身振り手振りを交えてコミュニケーショ

ンをとってきたが、保護者がどこまで理解してくれているのかはわからない。ま

た、登降園時は家庭でのこどもの様子を聞いたり、園での様子を伝えたりする保

護者との重要な時間であるにもかかわらず、ほぼ挨拶のみのやり取りとなって

いる。持ち物等の伝達事項があった際には、保護者に必要な持ち物を伝えると

「わかった」との返事があるが、何日か経っても持ってきてもらえない時に「意

味がわからないから持ってきていない」のか「意味はわかっているが持ってこな

い」のかがわからない場面がある。園での行事に関しても、行事名だけを伝えて

も内容が伝わらないため「○○という行事とは～です」というところから説明す
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る必要があるが、どのように伝えれば良いかわからず行事の中身や目的を丁寧

に説明できないまま実施してしまったこともある。また、そういったこともあり

保育者も「うまく伝えられない」「話しても伝わらないかもしれない」という理

由から、「園長先生（伝達）お願いします。」となってしまい、保育者が保護者と

のコミュニケーションにおいて消極的になってしまう姿が見受けられる。さら

に伝達した場合でもそのあとに「伝わっているのかわからない」と発言すること

が多い状態が続いている。 

 

第2節 園の課題 

 第 1 節で示した現状から、先行研究で示されている課題と同様に当園の保育

者も外国籍等の保護者とのコミュニケーションにおいて不安を感じていること

が明白である。外国籍等の保護者とのコミュニケーションにおいて配慮すべき

取り組みとして、三菱 UFJリサーチ＆コンサルティング（2020）は、日々の文書

の翻訳やイラストや写真を用いての説明、日本の保育所のルールや考え方を理

解してもらうことを最初にあげている。これに対し、当園は書類はすべて日本語

でイラスト等のない文章だけの書類である。また、保護者とのコミュニケション

ツールとして連絡ノートアプリを使用しているが、このアプリも日本語表記に

しか対応していない。これらのことから保育者がコミュニケーションにおいて

不安を感じている原因は、日本語の書類しかないことや日本語以外で伝達事項

を伝える手段を持っていないなど園の外国籍等の家庭を受け入れるための環境

が整っていないことにあると考えられる。環境が整っていないため、保育者の不

安が高まり、伝達事項等の必要な情報が伝えられていない。井濃内・井出（2020）

は「保育園でのコミュニケーションをめぐる恒常的な不安は誤解を生みだし、時

に衝突へと発展することもある」と述べている。現時点では大きな衝突は生じて

いないが、今後もこのような状態が続くことはいずれ衝突につながる可能性が

大きく園の運営において望ましくない状態であると考えられる。保育者が自信

を持って伝達事項を伝えることができ、保護者もその内容を理解し安心して通

園することができるよう、園の受け入れ環境の整備に取り組んでいく。 

 

第2章 課題への取り組みと考察 

第1節 課題への取り組み 

 保護者に伝達をする場面は大きく分けると「入園時」と「登降園時」となる。

厳密に考えていくと 2 つの場面以外にも保育参加や個人面談など他にも重要な

場面は多くあるが、本検討では全員に必ず行う入園時の説明と毎日保育者が応

対することになる登降園時の 2つの場面に対しての取り組みを実施していく。 
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１．入園時 

入園時には多くの事柄を説明し、書類等を記入してもらう必要がある。書類の

記入に関しては保護者の同意を得た上で、自治体から送付される資料から必要

な情報を拾い集め、代筆をするなどの方法で対応することができる。しかし、重

要事項説明書に記載している内容や、園のルール、給食費や延長保育料などの費

用面、給食内容については確実に保護者に理解してもらう必要がある。そこで、

確実に理解してもらいたい内容については《表１》に示した 4種類の資料（資料

①②③④）を作成した。これらの資料は短い英語の文章とイラストを使用し作成

した。（英語を使用した理由としては、在園児の保護者から「英語ならわかる」

との発言があったため） 

《表 1》 

資料① 保育園のルールについて 

資料② 持ち物について 

資料③ 給食費、延長保育料について 

資料④ 喫食食材について、アレルギーについて、宗教食について 

 

 

２．登降園時 

 1か月間の全クラスの保護者への伝達内容を記録したところ、登降園時（主に

降園時）に保護者に伝達する内容は大きく分けると 5 項目となった。それぞれ

の項目に対して以下の《表２》のように保育者が伝達しやすくするための環境を

整えた。 

《表２》 

伝達項目 環境整備 

その日の様子について Communication sheet の作成（資料⑤） 

着替え等について Request sheet の作成（資料⑥） 

ケガやトラブルについて Communication sheet の作成（資料⑤） 

フレーズ一覧の作成（資料⑦） 

体調について フレーズ一覧の作成（資料⑦） 

書類について フレーズ一覧の作成（資料⑦） 

  

資料⑤～⑦の内容については《表３》の通りである。 

【Communication sheet（資料⑤）】 

毎日伝達する内容であり、保護者も関心度の高い事柄である。活動内容は様々

なものがあるが大きく分けると「外遊び・製作・運動遊び・ままごと・英語レッ

スン」などの日常の活動と「身体測定・避難訓練・誕生会」を含む各イベントが
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ある。保育者も伝えやすく、保護者もわかりやすいようイラストを用いて作成し

た。実施した活動のイラストに〇をつけ降園時に保護者に手渡す。また、同時に

その日にケガやトラブルがあった場合には図と文章を記入して渡す。 

 

【Request sheet（資料⑥）】 

持参してもらいたいもののほとんどは着替えに関するものであることから、

「上の服、下の服、肌着類（オムツ類）」に分け、イラストを用いて作成した。

また。年齢によって分けられるよう「オムツ」と「肌着類」のシートを作成した。

必要な物に〇をつけ、必要な数量を記載し、保護者に手渡す。 

 

【フレーズ一覧（資料⑦）】 

主に伝達する頻度が高いと思われるケガやトラブルまたは体調についての内

容に関して、英語の例文をまとめている。主に降園時の伝達の際に使用する。ま

た、Communication sheet に記入する際や、Request sheet を手渡す際等にも

活用していく。尚、作成にあたっては仙台観光国際協会「保育所での会話集（日

本語・英語）」を参考にした。 

《表３》 

 内容 運用方法 

Communication 

sheet 

（資料⑤） 

・今日の活動 

・保育者からのコメント 

・トラブル、ケガの報告 

・保護者からのコメント 

・毎日記入し、手渡し 

・実施した活動のイラストに

〇をつける 

・トラブルがあったときに内

容を記入（フレーズ一覧を参

考に記入する） 

・ケガがあった場所に〇をつ

ける 

Request sheet 

（資料⑥） 

・持ち物のイラスト 

・必要な数量 

・適宜記入し手渡し 

・必要な持ち物に〇をつける 

・必要な数量を記入する 

フレーズ一覧 

（資料⑦） 

・着替え等に関する項目 

・体調不良の時 

・ケガをした時 

・迎えの依頼の時 

・お願い、連絡事項の時 

・登園、降園時 

・降園時と Communication 

sheet記入時に使用。 

・読むもしくは指差しで伝達

する 
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第2節 取り組み後の保育者と保護者の意見 

 資料①～④の作成後に入園してきた外国籍等の園児はいないが、在園してい

る園児の保護者に資料①を用いて主に登園時間と欠席時の連絡方法について改

めて説明を行った。すると、これまでは欠席時に連絡がなく、園から問い合わせ

の連絡をしていた家庭の保護者が、欠席の理由とともに電話連絡をくれるよう

になった。資料②～④の有益性については今後の検証課題とする。また、資料⑤

～⑦の活用後に感じたことについて保育者に半構造化インタビューをおこなっ

た。協力者には，目的と概要を説明し，得た回答から個人は特定されないこと，

データは本調査のみに使用することを説明してインフォームドコンセントを得

た。 

  実施時期：2022年 1月 

  対  象：保育者 4名（主に外国籍等の保護者と接する保育者） 

  質問内容：①各種シートを活用してみての感想 

       ②シートを活用したことによる変化とその内容 

       ③改善点 

 質問内容については、利根川ら（2014）の質問項目を参考とした。 

 

 インタビューの書き起こしをおこない、それらをフリーソフトの KH Corderを

使用して、インタビューの回答の中で使用されていた語を抽出した。抽出された

語の上位１５個は《表４》に示した通りとなっており、これらの抽出語から《図

１》に示したような共起ネットワーク図の描画を行った。「共起ネットワークと

は出現パターンの似通った語、すなわち抽出語間の共起性の強さをネットワー

ク図で表したもの」であり「円の大きさは言葉の頻度の多さを示し、円をつなぐ

線の距離は関連性の深さを示している」（岩森,2020）。 

《表４》 
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《図１》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【① 各種シートを活用してみての感想】 

【② シートを活用したことによる変化とその内容】 

 抽出語の上位である「英語」に関しては「不安」というワードと一緒に使用さ

れていることが多く、英語という言語に対してはまだ不安を感じていると思わ

れる。しかし、抽出語上位に含まれる「伝わる」「安心」「活動」「連絡」という

ワードはポジティブな文脈で同時に使用されることが多かった。インタビュー

では「OK.OK.って言ってくれて、今日の活動が伝わってるなってわかったから

安心する」「通じてるんだ。様子を伝えられてるという安心感もあって」という

発言がみられており、これらのワードのつながりから、作成した資料⑤

「Communication sheet」を使用することで保育者が「伝えられている」という

「安心」を得られているということがわかった。また、「道筋があると、パッと

見て理解できるものがあると助かる」との発言もあり、資料⑤だけではなく、資

料⑦のフレーズ一覧も保育者の安心につながっていることがわかる。資料⑥に

ついては「運動会も服装あってたし、卒園遠足もちゃんとお弁当持ってきてくれ

たし、ピアニカももってきてくれた。あの形式（英語とイラスト）の手紙がきた

らちゃんと読んでくれてる」「意外と伝わってる。持ち物ちゃんと持ってくる。」

と話しているように通常の持ち物以外の持ち物を伝えるときにも、資料⑥のよ

うなイラストと単語の組み合わせのおたよりを活用することで必要なことを伝

えることができていると感じている様子が読み取れる。 

各種シートの活用後の変化については「（保護者の様子）あんまりマイナスな

感じはみなくなった」「ちゃんと個別に対応してもらえてるのがあるから、多分
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しっかり持ち物とか行事にしっかり来てくれたりとかするのかな」との発言が

あり、保育者だけではなく外国籍等の保護者にとってもシートを活用すること

がプラスに働いていると感じられていることがわかった。 

 

【③改善点】 

 シートの活用によって安心を得られている点もあるがやはりコミュニケーシ

ョンとしては不十分に感じている点もあった。インタビューの中では「お渡しし

て終わっちゃってる感じはしてる」「家での様子も知りたいから戻ってくるシス

テムがあってもいい」との声があった。確かに今回作成した「Communication 

sheet」は保育者が「伝える」ということに重点を置いたシートであったため、

保護者との「やりとり」に関しては不十分な点はあった。また「置き換えられる

単語がたくさんあったら」との意見もある。資料⑦だけでは補えなかった部分も

あるため、段階を追って必要な単語を増減させていく必要がある。 

  

また、協力が得られた 2 名の外国籍等の保護者にも半構造化インタビューを

おこなった。協力者には目的と概要を説明し、得た回答からは個人は特定されな

いこと、データは本調査のみに使用することを説明し、インフォームドコンセン

トを得た。保護者にはあらかじめ質問内容を伝え、あらかじめ回答を記入しても

らい回答した内容に基づいてインタビューをおこなった。 

 

 実施時期 ： 2022年 2月～3月 

 対  象 ： 外国籍等の保護者 2名 

 質問内容 ： ①各種シートの感想（その他、園からの伝達について） 

        ②保育者とのコミュニケーションについて 

        ③改善点 

 

 インタビューで得られた回答については KJ法を用いてグループ化をおこなっ

た。 

 

【書類の表記について】 

 ・English OK. 

 ・荷物、時間。OK. わかる 

・絵見たらだいたいわかる 

・ひらがなとカタカナを抜いて漢字をちょっとずつ見ればなんとなく意味がわかり

ます 

・いただきますとか申し上げるとかそういう言葉わかりづらいです 
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今回の取り組みでは、各種書類の表記には主に英語を使用した。英語を使用し

たことで伝達事項が伝わりにくいと園側が感じていた保護者には、伝達内容を

理解してもらうことができていたことがわかった。しかし、保護者の出身国によ

っては漢字で表記することで伝わりやすい場合もあった。どちらの場合におい

ても、絵や写真などの視覚的な表現はわかりやすいとの意見だった。 

 

【保育者とのやりとり】 

 ・日本語の表現いくつかある 

 ・先生みんなやさしい 

 ・あれって思ったらわかりやすい言葉説明してくれます 

 ・です、ますのほうがわかりやすい 

 ・日本語わからない 

 ・家族内は日本語ほとんど話せません 

 

登園時や降園時でのやりとりでは、やはり日本語がメインであるためわかり

にくい場面が多く、園側が伝えたいと考えている内容が伝わっていない場合も

多いことがわかった。ただそういった場面でも、保育者と保護者の両者で一つの

言葉をいろいろな方法で表現し合いながら、理解を深めている様子が感じられ

た。 

 

【こどもの園での様子】 

 ・ともだち、わからない。パンチ。涙。 

 ・発達が普通の子よりはちょっとゆっくり 

 ・成長感じられる。見たこと聞いたこと覚えてくる。 

 ・日本語理解できるかどうか。そこが一番心配 

 ・（こどもは）日本語話す  

 

 資料⑤Communication sheet では園でトラブルやケガがあったときに記入す

る欄を設けているが、保護者からすると不十分であったことがわかった。保育者

が記入できていないというよりは、子どもの様子で見えていない部分があるの

ではないかと考えられる。保育者が把握できていないことが多いために、保護者

にも伝えることができていないという課題が浮き彫りとなった。そのような中

でも園児自身は保育園での生活の中で日本語や歌を覚え、家庭で保護者に伝え

ようとし、保護者もそれを理解しようと努めている様子が感じられた。 
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【文化的・習慣的な違い】 

 ・春夏冬秋でも問わず、全部靴下脱ぐのはびっくり 

 ・洋服の着替えはありませんでした 

 ・冬と秋は肌着着るけど、日本の夏暑い。夏も着るのは初めて知りました。 

 ・給食の前に歌をうたうのもびっくり 

 ・いただきます、ごちそうさまもないです。習慣がないのでつい忘れちゃう 

 ・運動会するときに、ランクがなくて参加ができればみんなおなじメダル 

 ・こどもたちの荷物のロッカーに防災グッズなどが揃えて、定期的に生徒たちが防災

訓練をします 

 ・食育のことも知りませんでした 

 

 行事等の内容や伝達事項について話を聞く中で、外国籍等の保護者が多くの

文化的・習慣的な違いを日頃から感じていることを知ることができた。日本の保

育園では日常的に行われていることが外国籍等の保護者にとっては驚きの連続

であることがわかった。行事の内容については、説明をしたことがあるが園での

日常生活についてあらかじめ一つ一つ説明をしたことがなかったことに気がつ

かされた。 

 

 【園への要望】 

 ・こども、日本語。私、わからない。ともだち。 

 ・紙に書かれた一日の流れ、詳しく書いて 

 ・保育園に必要なものとか全部メモで渡した方がわかりやすい 

 ・です、ますの方がわかりやすい 

 

 これらの保護者の回答から資料①や資料②についても外国籍等の保護者がこ

どもを保育園に通わせる際には必要な書類であることが示された。さらに、保育

園ではどういったことをおこなっているのか、なぜそれをおこなっているのか

等についてもあらかじめ説明していく必要があることが感じられた。園側とし

ては日常的に当たり前に行っていることが当たり前ではない家庭があるという

ことをあらためて認識していく必要があると感じた。 

 

第3節 まとめ 

 本調査では、外国籍等の保護者を受け入れるにあたって園の環境が整ってい

ないために、保育者が必要な伝達事項を伝えられていないということを課題と

して取り上げた。この課題に対し、主に伝達の際に使用できるツールとして簡単
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な英語やイラストが含まれる書類を作成し、受け入れ環境の整備に取り組んだ。

伝達の際の環境を整えたことによって、保育者がどのように伝えていったら良

いのかがわかるようになり、外国籍等の保護者に対して必要最低限の伝達事項

を伝えられるようになった。このことにより、保育者側は消極的だった保護者と

のコミュニケーションに前向きに取り組んでいけるようになった。また、保護者

側も持ち物や行事の日時など本当に必要最低限のことについては理解ができて

いるということがわかった。 

 しかし、保護者へのインタビューの結果から今回の取り組みだけでは不十分

である点が多く示された。まずは、書類等の表記についてである。外国籍と一口

に言ってもその出身国は多様である。当然のことながら外国籍だからどの家庭

も英語が理解できるわけではない。すべての国の言語に対応することは到底難

しいことではあるが、「英語がわかる」「漢字がわかる」「ひらがななら読める」

などそれぞれの保護者に合わせた対応が求められる。そのためには、入園の段階

でどのような方法でコミュニケーションをとっていくことが必要であるかしっ

かりとヒアリングを行う必要がある。 

 登園時・降園時の保育者の対応については好意的な意見も得られたが、こども

の様子や成長を正確に伝えられていない現状も明らかとなった。また、取り組み

自体が「保育者が伝える」ことに重点を置いたものであったため保護者の声を

「聞く」という姿勢が足りていなかった。この点に関しては、保護者が困りごと

や不安を長期間抱えることがないよう、登降園時などの短時間のやりとりだけ

ではなく定期的な個人面談等の機会を利用して保護者の声を聞いていくことが

望ましいと考えられる。 

また、インタビューの中では保護者が入園してみて驚いたことが多く挙げら

れた。このことから入園時には保育園での生活について一つ一つ丁寧に説明し

ていく必要があると考えられる。日本の保育園でのルールや日常的に行われて

いることが国や地域によっては当たり前ではないという認識をあらためて持た

なければならない。保育園でのルールや活動内容には一つ一つ必ず意味やねら

いがある。それらについて保育者一人一人がきちんと理解していなければ、保護

者に対して説明することはできない。江藤（2017）が「外国人の子どもの受け入

れはつまるところ、日本人の子どもの保育の在り方を問い直していると言える」

と述べているように、これは、外国籍等の保護者に対してだけではなく日本人の

保護者に対しても同じである。「外国籍等の保護者だから丁寧に対応する」ので

はなく、どのような保護者に対しても自分たちのおこなっている保育について

根拠を持って説明し、理解してもらうことができるよう日頃から保育内容のね

らいや意味についてしっかりと理解した上で保育をおこなっていかなければな

らない。 
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書類等の表記の仕方、登園・降園時のこどもの様子の伝達の仕方、保育内容に

ついての説明などどれも「外国人保護者だから生じる問題ではなく、日本人保護

者にも起こる問題」（井濃内ら,2020）である。本調査、取り組みには上述したよ

うに多くの課題が残っている。外国籍等の保護者の受け入れ環境を整備するこ

とは、自分たちの保育の在り方について見直す契機となり、より良い保育・保護

者対応につながるものであるということを改めて認識し、今後の保育に取り組

んでいきたい。 
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